
平成１７年度　中島高架橋下部工事における企画書

工　　期：平成１７年６月３日～平成１８年１月３１日

工事場所：須崎市下分

発 注 者：国土交通省四国地方整備局　土佐国道事務所（須崎建設監督官詰所）

イベント実施日：平成１７年１０月２３日（日曜日）

事業説明：国土交通省　四国地方整備局　土佐国道事務所

目的

防災講演会：高知工科大学　社会システム工学科　中田慎介教授

目的

目的

『安全・快適まちづくり』

『みんなで確認、安心まちづくり』

　当工事は、須崎市の慢性的な交通渋滞、歩行者の安全確保及び災害時などの代替
道路としての機能を有する須崎道路の建設です。
当事業の目的を住民の皆様方に知っていただくことによって、安心で快適な暮らし
のための社会資本整備の必要性を認識していただくことができると思います。

　近い将来くるであろう「南海地震」への備えは、現在急務であると思います。
その中でも自助、互助の機能をつかさどる『自主防災組織』の機能が有効であるこ
とを、住民の皆様方に知っていただき、自主防災組織の立ち上げ支援の第一歩とし
て、防災講演会、救急救命講習行い、防災への関心を深めていただきたいと思いま
す。
また、防災を通じて、新たな発見やまちの良さを再認識することにより、”まちづ
くり”が広がる可能性もあります。

『情報の公開』

　当現場は、国道５６号線沿での工事であり、付近に「道の駅すさき」、「須崎市
立須崎中学校」、「高知県立須崎高等学校」もあり、多くの方々の目につくことか
ら、工事の目的や進捗状況などをホームページで公開することによって、工事現場
に親しみを持っていただくことが出来ると思います。また、事業に対する認識も深
まると思います。


